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	応用
	抗原情報
	背景
	ADPGK (EC 2.7.1.147) は、ADP 依存性のグルコースからグルコース 6-リン酸へのリン酸化を触媒し、おそらく虚血状態において解糖系で役割を果たす可能性がある (Ronimus and Morgan, 2004 [PubMed 14975750])。[OMIM 提供、2008 年 3 月],触媒活性:ADP + D-グルコース = AMP + D-グルコース 6-リン酸。,補因子:サブユニットあたり 1 個のマグネシウム イオンを結合します。,機能:ADP をリン酸供与体として使用して、D-グルコースから D-グルコース 6-リン酸へのリン酸化を触媒します。GDP および CDP は ADP と置換できますが、効率は低下します。,経路:炭水化物の分解;解糖系。,類似性:ADP依存性グルコキナーゼファミリーに属する。,類似性:1つのADPK（ADP依存性キナーゼ）ドメインを含む。,サブユニット:モノマー。,
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	ADPGK抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

